
 サッカー部 小湊監督に 

インタビューをしました。 
 

 

Ｑ１ 産業能率大学のサッカーはどのようなスタイルですか？ 

 

産業能率大学のサッカースタイルは、目の前にある試合の勝負に拘り、チームのために

90分間献身的にプレーを続け、常に攻撃的かつアグレッシブに戦い、どんな相手にも臆さ

ずChallengeする姿勢。そして『相手』『審判』『仲間』へのリスペクトを忘れずにプレ

ーすること。これを私たちは、「ＳＡＮＮＯ ＳＴＹＬＥ」と呼んでいます。 

 「ＳＡＮＮＯ ＳＴＹＬＥ」は完成しているものではなく、常に『進化』していくもの

です。学生が部員同士で話し合いを重ね、日々の様々な活動でスタイル創りに取り組んで

おり、毎年バーションアップをしていくものです。 

 

 

Ｑ２ 産業能率大学サッカー部が求めている人物像を教えてください。 

 

チームスローガン 

TRUST 『信頼』 仲間を信頼し、信頼される 

ONLY ONE 『モチマエ』 自分らしさ、自分を磨く 

ONE TEAM 『一体感』 協力、協調、目標の共有 

このチームスローガンを体現できる学生を求めています。 

また、４年間の大学生活を通じて『進化』が必要であると考えています。日々前進して

いく『進化』、日々の努力を重ね成長する『伸化』、日々チャレンジし新しいことに取り組

む『新化』、日々議論し知識を深める『深化』です。高校までの成長を更に進化させ、自

分の可能性にチャレンジできる学生を求めています。 

 

Ｑ３ 監督の理想としているサッカーについて教えてください。 

 

産業能率大学のサッカーを見に来た人が「今日の試合楽しかった・おもしろかった」と言

ってもらえるようなサッカーが理想です。そのためには、いつも攻撃的なサッカーをしたい

と考えています。初めて見た人が「産能大のサッカーっておもしろい」「このサッカーは産

能大のサッカーだね」と分かってもらえるようなサッカーをピッチの上で表現できるよう

選手と一緒に私自身も向上心をもって取り組んでいます。 

 
産業能率大学 サッカー部 

     小湊 隆延 監督 



Ｑ４ 最後に「セレクション」の申込を検討している高校生にひと言お願いし

ます。 

 

産業能率大学のサッカーは、監督やコーチが創り上げるものではなく、学生一人一人が大

人として「こうなりたい」「こうあるべきた」というものを部員同士が共有して活動してい

ます。在学中に 20 歳を迎えることで、自立して自分たちで「ＳＡＮＮＯ ＳＴＹＬＥ」をも

っと進化させることに取り組めれば、それが社会人になっても活かすことができると思い

ます。自分発信でチャレンジする、サッカーとは関係のない職に就いたとしても、サッカー

で学んだことが活かすことができる４年間を過ごして欲しいです。 

産業能率大学のキャンパスでサッカーだけでなく、多くの人との出会いの中で「人として

成長できる４年間」になるものを見つけ出してほしいと思います。大学生活の一部分として

のサッカーをより高いレベル・高い目標で自分を磨きあげる一つの場所としてもらいたい

です。そのために、「私たちと一緒に学びたい」という高校生が来てくれると嬉しく思いま

す。皆さんからのご応募お待ちしています。 

 

 

～小湊監督 どうもありがとうございました。～ 
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